
食料流通備蓄セミナー食料流通備蓄セミナーinin札幌札幌 開催のご案内開催のご案内

　【開催趣旨】

　　平成23年度、わが国における食料自給率は、カロリーベースで39％、生産額ベースで66％程度で

　すが、北海道においては、それぞれ191％、201％であり、国内の食料供給に大きな役割を果たして

　います。一方で、加工による高付加価値化や出荷の季節繁閑などの課題解決が求められています。

　　また、東日本大震災を契機に「食料備蓄」の必要性が改めて認識され、食料を安定的に通年供給

　しながら災害等の非常時に備える「流通備蓄」がクローズアップされています。

　　このセミナーでは、釧路市での先進的な取り組み事例をご紹介いただき、また、北海道開発局　川合

　部長からご講演いただき、北海道が目指すべき将来像についてご示唆いただきます。
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［主催］北海道商工会議所連合会、食料流通備蓄推進協議会　［後援］札幌商工会議所

○日　　時　　平成２６年４月１７日（木）１４：００～１６：００

○場　　所　　北海道経済センター　８階「Ａホール」

　　　　　　　（札幌市中央区北1条西2丁目　電話：011-241-6309）

○定　　員　　２００名（参加無料）

○内　　容　　①事①事 例例 報報 告告

　　　　　　　　テーマ：釧路食料基地構想協議会の取り組み　　　　　　　　テーマ：釧路食料基地構想協議会の取り組み

　　　　　　　　　　　　「大規模バックアップ拠点構想への提言から見る釧路の優位性」　　　　　　　　　　　　「大規模バックアップ拠点構想への提言から見る釧路の優位性」

　　　　　　　　発表者：釧路食料基地構想協議会　幹事長　　　　伊関　義和　氏　　　　　　　　発表者：釧路食料基地構想協議会　幹事長　　　　伊関　義和　氏

　　　　　　　　　　　　　　②講　　　演②講　　　演

　　　　　　　　演　題：「流通型食料備蓄システムの意義と可能性」　　　　　　　　演　題：「流通型食料備蓄システムの意義と可能性」

　　　　　　　　講　師：国土交通省北海道開発局　空港港湾部長　川合　紀章　氏　　　　　　　　講　師：国土交通省北海道開発局　空港港湾部長　川合　紀章　氏

○参加申込　　下記、参加申込書にご記入の上、FAXにてお申し込みください。

○申 込 先　　北海道商工会議所連合会　政策・企画部　福井・森本

　　　　　　　電話：011-241-6309、FAX：011-231-0726

■開催概要■■開催概要開催概要

「食料流通備蓄セミナー「食料流通備蓄セミナーinin札幌」参加申込書札幌」参加申込書

電話：　　　　　　　　　　　　　　　　FAX：　　　　　　　　　　　　　　　　電話・FAX番号

企業・団体名

【参加者名簿】

氏　　　名役　職　名

【締切】 4月11日(金)・先着順 参加無料


